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主な概要 

【1. 活用状況】 

・企業は最新の特許情報を定期的に収集し、技術動向の把握やリスク管理、研究開発の方向性決定に活用している。 

【2. 導入企業の傾向】 

・大手製造業、化学、医薬、情報通信など、R&D や技術戦略に注力する企業が中心。 

・近年、中小企業も効率化やコスト削減目的で導入が進んでいる。 

【3. AI の導入】 

・AI 自動分類や自然言語処理、生成 AI が組み込まれ、情報の抽出・選別やトレンド分析の効率化に寄与している。 



【4. 現状の課題】 

・広範な検索条件により膨大な情報が収集され、ノイズ除去や正確な情報選別が求められている。 

・調査品質のばらつき、運用コスト、人材不足が課題となっている。 

【5. 今後の展望】 

・AI や BI との連携によるさらなる自動化・精度向上、ユーザビリティの改善が期待される。 

・デジタルトランスフォーメーションの進展とともに、戦略的意思決定への特許情報活用が一層加速すると予想される。 

詳細なレポート 

特許 SDI（Selective Dissemination of Information）調査の現状と今後 

概要 

特許 SDI 調査は、企業が技術動向を把握し、リスクを管理し、研究開発の方向性を決定するために、最新の特許情報を

定期的に収集する活動です。大手製造業、化学、医薬、情報通信などの企業が中心となって導入していましたが、近年で

は中小企業においても効率化やコスト削減を目的とした導入が進んでいます。AI 技術の導入により、情報の抽出・選別

やトレンド分析が効率化されています。主な課題として、広範な検索条件による膨大な情報収集、ノイズ除去、正確な情

報選別、調査品質のばらつき、運用コスト、人材不足などが挙げられます。今後の展望としては、AI や BI との連携によ

る自動化・精度向上、ユーザビリティの改善が期待され、デジタルトランスフォーメーションの進展とともに、戦略的意

思決定への特許情報活用が加速すると予想されます. 

活用状況 

定期的な情報収集と戦略的意思決定 

企業は、最新の特許情報を定期的に収集し、技術動向の把握、競合他社の活動監視、自社の特許侵害リスクの管理などを

行っています[1]. SDI 調査は、新商品の開発や既存製品の改良において、関連する技術分野の最新情報を迅速に把握する

ために不可欠です[1]. また、自社の特許が侵害されていないか、自社の新しい開発が他社の特許を侵害していないかを確

認するためにも重要です[1]. SDI 調査を通じて、企業はリスク管理を強化し、新たなビジネスチャンスを見出すことがで

きます[1]. 

SDI の具体的な方法 

SDI 調査では、まず自社の事業またはサービスに関連する検索条件に基づいて検索式を作成します[1]. これらの条件は、

特定の技術分野、キーワード、分類コード、特定の出願人や発明者など、さまざまな形で設定されます[1]. これらの検索

式に基づいて、例えば週に一度や月に一度検索を行い、該当する特許公報を収集します[1]. その後、収集した特許公報を

一つ一つ読み込み、必要な情報を抽出します[1]. 

導入企業の傾向 

導入企業の規模と業種 



特許調査支援ツールを導入する企業は、特許の質向上、技術者による調査業務の効率化、特許調査ノウハウの社内蓄積、

システム運用コストの低減などを目的としています[4]. 特に、事業部門や研究開発部門の技術者全員が特許調査・分析を

簡単かつ効率的に行える環境を求めています[4]. 

導入事例 

横河電機株式会社では、「PatentSQUARE」を特許調査の標準ツールとして導入し、社内の全技術者が効率的に特許調査

を行える環境を整え、特許創出力の強化と質向上に役立てています[4]. 株式会社カネカは、「AI 自動分類オプション機

能」を導入し、年間 1,800 時間の調査工数の削減を見込んでいます[4]. 旭化成株式会社は、「AI 自動分類オプション機

能」を活用しながら、高効率な特許調査業務の確立に力を注いでいます[4]. アルプスアルパイン株式会社は、特許調査支

援システムを全社的に一本化し、システム運用のコストを低減させ、特許調査の手法とノウハウの全社的な標準化、共有

により、技術者による調査業務の効率性を高めています[4]. 

AI の導入 

AI 技術の活用 

AI は、特許調査の効率化と精度向上に大きく貢献しています[27]. AI を活用した特許検索・分析プラットフォームは、AI

分類予測機能を利用して、SDI 調査における情報選別の業務負担を軽減できます[1]. また、生成 AI 機能を組み込むこと

で、特許公報の要約、キーワード抽出、トレンド分析、特許の分類・ラベル付与、発明の評価などが可能になり、特許文

献の高速処理を実現します[27]. 

PatentSQUARE の AI オプション機能 

PatentSQUARE は、AI 検索、AI 自動分類といった AI オプション機能を提供し、直感的かつ迅速な特許情報分析、社内分

類情報の活用、大量データ分析を可能にします[21]. 自然文による類似特許検索、類似検索時のノイズ除外、AI 再検索、

ヒートマップなどの機能も搭載されています[21]. 

現状の課題 

情報過多とノイズ 

SDI 調査では、検索条件を広めに設定することが多いため、収集される情報が膨大になる傾向があります[1]. このため、

担当者が自社にとって重要な情報を選別する負担が大きくなっています[1]. また、ノイズが多く含まれる SDI は、知財担

当者だけでなく、多忙な研究開発者にも嫌われる可能性があります[5]. 

調査品質のばらつき 

技術者ごとに SDI 調査品質にバラつきが出たり、特定の熟練者に調査負担が集中したりする問題があります[4]. 

その他の課題 

特許調査にかかる費用も課題の一つです[12][19]. 特許調査を専門家に依頼する場合の費用は、依頼内容によって異なり、

調査対象となる技術が多いほど費用が増加します[12]. また、社内の担当者が特許調査をすべて行うことができれば費用

は発生しませんが、特許調査は専門的な知識やスキルが必要となるため、専門家に依頼することが推奨されます[12]. 

今後の展望 



AI と BI の連携 

特許情報を事業や経営戦略に生かすため、知財情報の可視化・分析を BI で支援するツールが登場しており、IP ランドス

ケープの実施をサポートすることで、特許情報分析の促進、事業・経営戦略にかかわる意思決定をサポートすることが期

待されています[10][21]. 

生成 AI の活用拡大 

生成 AI は、特許調査、特許明細書、発明提案書作成の効率化に貢献すると期待されています[32]. 特許調査における生成

AI の活用は、調査の質の向上、調査時間の短縮、コスト削減につながる可能性があります[27]. 

ビジネス環境の変化への対応 

AI 技術の進展やビジネス環境の変化を踏まえ、特許 SDI 調査は、より効率的かつ戦略的な意思決定を支援するツールと

して進化していくことが期待されます[20]. 特に、グローバルな競争環境においては、海外特許情報の収集・分析がます

ます重要となり、多言語対応や海外データベースとの連携が強化されると考えられます[25][41]. 

定量的なデータ 

指標 値 

特許調査費用相場 5～30 万円程度 

特許調査による工数削減（カネカの事例） 年間 1,800 時間 

AI 導入効果 導入企業の約 84%が効果を実感 

日本における AI 導入率 10〜15％程度(2022 年時点) 

特許分析レポートの直近出願件数推移 2021 年:12 件、2022 年:23 件、2023 年:10 件 

[6] 

結論 

日本企業における特許 SDI 調査は、AI 技術の導入により効率化が進んでいますが、情報の選別、調査品質の維持、コス

ト管理などの課題が依然として存在します。今後は、AI と BI の連携、生成 AI の活用拡大、ビジネス環境の変化への対応

などを通じて、特許 SDI 調査がより戦略的な意思決定を支援するツールとして進化していくことが期待されます。 

1. SDI 調査（特許の定期調査） AI 分類予測による効率化 

2. 新規テーマ発掘のための工夫 － 八角コンサルティンググループ 

3. 日本の AI（人工知能）導入状況と導入の必要性 － AIsmiley 

4. 導入事例 ｜ 特許調査支援サービス「PatentSQUARE」 

5. 特許 SDI サービス : 特許調査/分析（目的別） 

https://evort.jp/article/sdi
https://yasumicg.com/archives/399
https://aismiley.co.jp/ai_news/ai-adoption-status-and-use-cases-in-japan/
https://www.panasonic.com/jp/business/its/patentsquare/casestudy.html
https://nihon-ir.jp/service/patentsearch-solution/purpose/patent-sdi/


6. SDI 特許 特許情報・特許分析レポート（日本特許） 

7. 社長様・知財ご担当様のための知的財産の管理・活用のお ... 

8. AI 導入状況は？日本の現状と導入のメリット － TRYETING 

9. 知財 AI 活用研究会の研究事例紹介 － J－Stage 

10. パナソニックの特許調査支援サービス「PatentSQUARE」が ... 

11. 競争の先を行く！ 特許の定期調査と効果的な SDI 活用法 

12. 「特許調査」とは｜知的財産部門の仕事に迫る 

13. 【特許】技術調査 ｜ NGB 株式会社 

14. その１ 特許調査の種類と網羅性について － IP 調査塾 

15. 特許・情報フェア＆コンファレンス 企業プレゼンテーション 

16. 一 般 発 表 概 要 － J－Stage 

17. SDI 閲覧用「WEB 回覧システム」 : 特許管理 

18. 技術動向または競合他社動向の把握のために行う SDI 調査の実際 

19. 【2025 年】特許調査にかかる費用相場は？種類・依頼先など ... 

20. 生成 AI 知財 特許調査 書籍 － 技術情報協会 

21. 特許調査支援サービス「PatentSQUARE」 － Panasonic 

22. 特許調査とは？特許担当者なら抑えておきたい 4 つの基本事項 ... 

23. よろず知財戦略コンサルティング 

24. 特許調査システムを徹底比較！導入事例や費用・料金 

25. パナソニック、特許調査支援サービス「PatentSQUARE」を提供 

26. 更新中 後） 特許 SDI 用 AI： 複数の自然言語深層学習モデル ... 

27. 特許検索に AI は効果的？調査の概要や LLM を活用するメリット 

28. 機械学習による先行技術・技術動向調査と特許実務へのＡＩ ... 

29. Patentfield ｜ AI 特許検索・特許分析・特許調査データベース 

30. 競争が激化する、有機 EL 製造プロセス装置の業界 － 分析工房 

31. 特許調査 － 株式会社 IP アドバイザリー 

32. 生成 AI による業務効率化と活用事例集 

33. 研究 知財戦略 経営層 － 技術情報協会 

34. 併催事業（セミナー） － 知財・情報フェア＆コンファレンス 

35. 特許調査・分析 サービス － Clarivate 

36. 後発で“勝つ”ための研究・知財戦略と経営層への説明・説得の仕方 

37. 市場調査レポート: SDi 企業の市場シェアレポート（2023 年版） 

https://patent-i.com/report/jp/words/SDI/
https://www.ilinkpat.jp/melmaga-archive-202501/
https://www.tryeting.jp/column/922/
https://www.jstage.jst.go.jp/article/jkg/70/7/70_349/_pdf
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000125.000062053.html
https://innovative-journey.com/patent/research/sdi-912.html
https://www.7color-patent-firm.jp/communication/267
https://www.ngb.co.jp/service/patent/service/research_technologies/
https://www.ip-searcher.co.jp/archives/kensakukouza/more1
https://www.pifc.jp/2014/presentation.html
https://www.jstage.jst.go.jp/article/jkg/71/12/71_544/_pdf
https://nihon-ir.jp/service/ip-solution/ip-system/web-circulation-system/
https://retirement-vision.com/2021/06/26/sdi2/
https://crowdworks.jp/times/know-how/24926/
https://www.gijutu.co.jp/doc/b_2292.htm
https://www.panasonic.com/jp/business/its/patentsquare.html
https://www.logic-meister.com/blog/patent-search
https://yorozuipsc.com/
https://www.shopowner-support.net/hr/personnel-recruitment/manufacturing-industry/patent-search-system/
https://www.sbbit.jp/article/cont1/23267
https://qiita.com/kzuzuo/items/756470e6e17c54aa5e2e
https://ai-market.jp/technology/llm-patent_search/
https://www.rdsc.co.jp/seminar/st210421
https://patentfield.com/
https://www.bunsekik.com/%E3%83%87%E3%82%A3%E3%82%B9%E3%83%97%E3%83%AC%E3%82%A4%E9%96%A2%E9%80%A3%E3%83%8B%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%82%B9/%E9%81%8E%E5%8E%BB%E3%81%AE%E3%83%8B%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%82%B9/%E7%AB%B6%E4%BA%89%E3%81%8C%E6%BF%80%E5%8C%96%E3%81%99%E3%82%8B-%E6%9C%89%E6%A9%9Fel%E8%A3%BD%E9%80%A0%E3%83%97%E3%83%AD%E3%82%BB%E3%82%B9%E8%A3%85%E7%BD%AE%E3%81%AE%E6%A5%AD%E7%95%8C/
https://ipadvisory.co.jp/search/
https://www.gijutu.co.jp/doc/b_2285.htm
https://www.gijutu.co.jp/doc/b_2240.htm
https://pifc.jp/2024/visit/
https://clarivate.com/intellectual-property/ja/patent-research-and-analysis-services/
https://www.spi-information.com/categories/detail/38099
https://www.gii.co.jp/report/sdii1287793-sdi-companies-market-shares-report.html


38. 特許情報提供事業者リスト集 1.インターネット・オンライン ... 

39. SDI 業務の点検 ～必要な新着情報を漏れなくタイムリーに 

40. 大手日本企業の生成 AI の活用事例 30 選｜9 つの活用方法も紹介 

41. 特許検索ツール「CyberPatent Desk」 － サイバーパテント 

42. AI 導入状況は？形態やツール、手順を解説！日本企業の導入例 ... 

43. 株式会社カネカが技術者の特許調査工数を年 1800 時間削減 ... 

44. 特許情報サービスの近未来・・・特許情報ナレッジマネジメント 

45. AI 導入のメリット・デメリットは？日本の導入率や手順 

46. JPDS｜企業情報｜会社概要 － 日本パテントデータサービス 

47. 日本の AI 導入状況は？現状や実際の導入事例 － AI 総合研究所 

48. 【NGB Prepared SDI】 のご案内 ｜ NGB 株式会社 

49. 増える技術流出－その影響と対策を考えるに当たって － RIETI 

50. 国内大手企業での生成 AI 活用事例とツール 12 選！！ 

51. 特許情報提供事業者リスト集 2.調査・検索サービス 

52. 生成 AI 導入を阻む壁の乗り越え方｜日本企業の人事部における ... 

53. AI 開発で注目の日本企業 10 選 － KOTORA JOURNAL － コトラ 

54. 生成 AI の導入・検証、国内大企業は 3 割どまり 民間調査 

https://www.jpo.go.jp/toppage/links/johoteikyou/01online.html
https://takano-pat.com/news/column-20231206/
https://metaversesouken.com/ai/generative_ai/japanese-companies/
https://www.patent.ne.jp/service/patent/search.html
https://licensecounter.jp/azure/blog/ai/ai-introduction.html
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000005014.000003442.html
http://www.patentcity.jp/patentcity/sento7.html
https://www.salesforce.com/jp/blog/jp-ai-introduction/
https://www.jpds.co.jp/company/about.html
https://www.ai-souken.com/article/ai-adoption-japan-status
https://www.ngb.co.jp/resource/news/2319/
https://www.rieti.go.jp/jp/columns/a01_0402.html
https://mirai-works.co.jp/business-pro/business-column/generative-ai-case-study
https://www.jpo.go.jp/toppage/links/johoteikyou/02chosa.html
https://www.works-hi.co.jp/businesscolumn/generative-ai_japanese-companies
https://www.kotora.jp/c/39407-2/
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUC068AV0W4A101C2000000/
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